
保全公社発注工事の施工の注意事項
※P○○は「機械設備工事施工マニュアル平成29年度版」のページ数を示します。
・標示板、建設業の許可証、建退共、労災、再下請負通知書を元請負人に提出すべき旨の掲示、施工体系図を掲示して下さい。（P3・4）
・養生、清掃は確実に実施して下さい。
・操作性を考慮した機器配置、配管経路として下さい。
・躯体の穴明けはレントゲン探査にて内部の確認を行った上で実施して下さい。
・作業用機器、工具類は使用しない場合（その場を離れる場合も含む）、コンセントを外す、または盤にて「切」として下さい。（P33）
・あと打アンカーは原則おねじ形アンカー（追随拡張型）として下さい。（P148・149）

・接着系アンカーを使用する場合は、あらかじめ公社担当者の承諾を得て下さい。（P150）

・ALC用アンカーはドリル等により穴明け後に挿入するタイプとして下さい。
・外壁にメカニカルアンカーを施工する場合は、外部からの雨水侵入を防ぐため、メカニカルアンカーをセットし、拡張させた後アンカー廻りにコーキング材を施して下さい。（P149）（平成29年7月25日に訂正済）
・形鋼支持金物は、荷重等により下がらない（原則長穴禁止）ように取り付けて下さい。
既製品のブラケットは禁止です。（P102）
・残置した不要管は「○年○月 不要管」と表示して下さい。
・工事の残材の処理は、法令に従い適切に処理して下さい。

洗浄廃液を下水道（汚水・雨水問わず）無処理で流すことは禁止されています。

